
第2回

スープカレーは本懐、
そこに萌えんとは、君
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　秋、中間決算の会社も多いでしょうが、会計業

界はまだ落ち着いている時期。知識を身につける

時期でもあり、研修等で北海道税理士会館に来

る機会もあるでしょう。今回は、北海道税理士会館

から一番近いお店「ソウルストア」を紹介します。

　「どこのスープカレーが一番美味しいですか？」

という質問には、ここを一番にオススメします！とに

かく、野菜の料理が素晴らしい。素材が美味しい

のは『当然』のこと、手間をかけ調理された野菜

が、生花の様に美しく大胆に盛り付けられます！そ

れを象徴するのが巨大なゴボウ、器をはみ出してド

ンッ！と構えます。ゴボウといえば、ささがきで固くて

苦いイメージと思いますが、長く太くサクッと噛め

て、想定外の美味しさにびっくりします。

　スープは旨味が凝縮された万人向け。ちょっと

狭めの店内は、レトロでおしゃれな空気が充満。た

まに、気まぐれな限定メニューもあります。季節の

素材を手間をかけて美味しく調理したメニューは

感動も覚えます。お店のtwitterをチェックして見つ

けたらラッキー！足を運ぶべきです。

　例えば、「大地のザンギ」と名付けられた、大根

の唐揚。ボリューミーでしっかりした味、でもみずみ

ずしくてさっぱり。極太アスパラ、フキ、王様しいた

けなど季節のものが出ることもあります。素材その

ままが一番美味しいって？いえいえ、美味しい素材

はより美味しい料理になるんです！

　北海道税理士会館に来た際には「ソウルスト

ア」にもお立ち寄りください。なお、主に月曜日がお

休みです。

（札幌西支部　前嶋　章宏）

スープカレー SOUL STORE／西18丁目
http://soulstore.web.fc2.com
http://twitter.com/soul_store

第6回 ゴボウが想定外で前例のない危険なカレーだ。

季節の旬菜カリー
辛さ：4番　
トッピング：SOUL風よだれ鶏

チキンカリー
辛さ：3番　
トッピング：大地のザンギ

外観

　鉄道が好きである。いわゆる鉄男、鉄ちゃんである。
　最近は、多くの鉄子（女性の鉄道ファン）が出現してきている。そのせいか、鉄
道は、男女問わず楽しむことのできる趣味として、市民権を得てきたような気がす
る。誠に喜ばしい限りである。いい世の中になったものである。
　一昔前は違っていた。鉄道ファンというと、男性の専売特許のような観があっ
た。
　男の子は、たいてい鉄道が好きである。ただ、その大半は、成長するにつれて、
鉄道を卒業する。悲しい大人になってしまう。一方で、大人になっても少年の心
を持ち続けている人たちがいる。鉄道を愛し続けている人たちがいる。鉄道ファ
ンは純粋なのである。繊細で傷つきやすいのである。悪い人はいない（はずであ
る）。
　鉄道ファンには、いくつかの類型がある。専門分野といってもよい。代表的なも

のとしては、乗り鉄、撮り鉄、模型鉄、時刻表鉄、スジ鉄、駅弁鉄、収集鉄などである。最近は、廃線跡専攻
や秘境駅専攻、廃車専攻など、専門分野がさらに細分化してきているようである。
　私は、もっぱら乗り鉄である。スマートフォンを手にしてからは、一般客の迷惑にならない範囲で車両を撮
影するようになった。着信メロディも、山手線の駅メロディにしている。
　私の乗り鉄としての歴史は古い。小学生の時には、旭川の親戚の家まで、札幌から各駅停車に乗っていっ
た。特急に乗ってしまうと、あっという間に鉄道の旅が終わってしまうからである。結局、旭川まで３時間以
上かかったが、幸福感でいっぱいであった。
　今でも、出張の際には、できるだけ鉄道で移動する。出張前日には、ワクワクしてしまう。時刻表を入念に
読み込んで、イメージトレーニングを行う。ダイヤグラムも調べて、乗車する列車のスピード感も把握しておく
と、完璧である。
　そんな乗り鉄専門だった私が、最近、新分野を研究し始めた。呑み鉄である。
　きっかけは、『六角精児の呑み鉄本線・日本旅』というテレビ番組である。俳優の六角精児が、ひたすら酒
を飲みながら鉄道に乗って旅をするという番組である。壇蜜がセクシーな声で、語り役を務めている。
　とても素敵な番組である。鉄道、酒、セクシーな女性。大好きなものばかりである。この番組に影響され
て、私も遅ればせながら、呑み鉄デビューを果たした次第である。
　呑み鉄には、特急はダメである。快速もイマイチである。各駅停車こそが好ま
しい。各駅停車に揺られながら、まずビールを空ける。車窓に海が広がったなら
ば、ややアルコール強めの酎ハイに進みたい。ハイボールも悪くない。列車が森
に入ったならば、かねて用意しておいたウイスキーの小瓶を取り出す。森とウイス
キー、間違いない組み合わせである。
　そうこうしていると、列車の揺れ以上に、車窓が揺れてくる。イイ具合にアルコー
ルがまわってきた証拠である。ここでは、自然の摂理に従い、ひと眠りしたい。
レールのジョイント音を子守歌にしながらまどろむ。至福である。極みである。
　しばしのまどろみの後、目覚めると日が傾いている。鉄道の旅も終盤である。
序盤とは趣が変わってくる。過ぎ去りし日々に思いをはせるようになる。妙にもの
悲しくなってくる。
　さあ、舞台は整った。満を持して、日本酒の登場である。ただ、小瓶の日本酒で
はダメなのである。呑み鉄にふさわしいのは、やはりカップ酒である。列車の揺れ
に気を付けながら、慎重にカップ酒のフタを開ける。至高の瞬間である。少しこぼ
れてしまい、あわてて口をつける。想像するだけでめまいがする。
　まだまだ研究中ではあるが、これが私の呑み鉄スタイルである。
　最後に、重大な問題に触れたい。北海道の鉄路の行く末である。多くの路線
が、JR単独では維持困難であるという現状。なんとか鉄路を残すことはできない
ものか。北海道の開拓は、鉄道と共にあった。守り抜いていきたいものである。

札幌西支部

中川　雄介
Yu s u k e  N a k a g a w a

出発進行！

JR札幌駅にて

近鉄名古屋駅にて
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